
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

努力の大切さ 

                                  副校長 鈴木 志信 

 

学校公開・道徳授業地区公開講座（10 月９日開催）の実施に際しましては、各授業や意見交換

会に多くの保護者の皆様に参観していただき、ありがとうございました。 

 「道徳授業地区公開講座」は多くの方に道徳の授業を見ていただき、意見交換を通して、授業の

質を高めるとともに、学校・家庭・地域社会が一体となった道徳教育を推進することを目的として、

平成 10 年度から都内の公立小・中学校で始められました。当日は「主として集団や社会との関わ

りに関すること」を共通のテーマに各学級で実施されました。 

 母島で生活していると集団内での関わり方を考える場面が少ないかも知れません。夏休み、サッ

カー部が内地遠征を行いました。島嶼大会優勝、東京都大会でも３回戦まで進出して、ベスト 16

という素晴らしい成績を残しました。母島中学校からも４名の生徒が、小笠原中学校 17 名の生徒

と１つの集団として参加しました。このチームは「都大会ベスト 16 進出」という目標を、２年前

のチーム立ち上げ段階から設定して努力を続けてきました。仲間に自分のプレーの特長や個性を理

解してもらうために、どのようにコミュニケーションをとれば良いか、何度も悩み、解決して、お

互いにチーム力を高めてきた成果がこの快挙に繋がったと思います。長期に渡り、集団の中で得た

様々な経験を今後の学校生活に生かし、後輩たちに伝えていってほしいです。 

 

 10 月 30 日（土）に行われた学芸会では多くの保護者の皆様にご来校いただきました。皆様の

ご協力もあり無事に全演目を終了することができました。様々なご協力ありがとうございました。 

 文化的な行事の特質は、日常の学習の成果を発展させて、発表し合ったり、鑑賞し合ったりする

ことです。学芸会では特に、一人一人が大切な役割を担って、互いの良さを認め合い、励まし合い

ながら、作品を創り上げていく中で、達成感や感動を共有する貴重な機会となることが期待できま

す。一人の喜びがみんなの喜びにつながります。先生方は子供たちに「学芸会は仲間と共に創り上

げる」行事であることを意識させ、一人一人が積極的に参加し、最後までやり遂げ、深い感動が得

られるように支援してきました。 

 道徳授業や学芸会の取り組みで学んだ、「一人一人が集団の中で目標達成の為に努力する」こと

ができるように、指導・支援を重ねていきたいと思います。今後とも、皆様のご指導やご協力をい

ただきますよう、よろしくお願いいたします。 
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学芸会 

中学校第２学年 担任 

 

 学芸会の季節になると、幼いころ私の心の中にあった世界のことを思い出します。大人になっ

た今から振り返れば、それはとても小さな世界です。しかし、当時の私にしてみれば、大人の目

からは小さく見える世界しか世界というものを知らず、その中でじたばたしていました。家と学

校とその周辺のごく狭い世界でしか、自分の人生は回っていませんでした。そんな世界が広がる

節目には演劇があり、役を演じることで少しずつ世界が広がっていきました。 

 

 小学校低学年（1・2・3 年）は、「ひゅーどろんおばけ学校」。ニンゲンを怖がらせるため

の勉強をしている見習いおばけたちですが、お化け屋敷では自分たちの方が驚かされてしまいま

す。一方、おばけなんていないと思っているニンゲンの子供たちは、お化け屋敷にも興味津々。

遊園地での出会いをきっかけに距離を縮め、最後は仲良くなるおばけとニンゲン。役になりきり

演じる姿から、児童の成長がよく感じられました。明るく大きな声と全身を使った元気な踊りが

見どころの劇でした。 

 

 小学校高学年（４・５・６年）は、「Trouble Maker!」。何もかもが揃っている巨大学園都

市【トラブル学園】を舞台に、陽気な登場人物が仲間と協力しながら問題を解決していきます。

独特の世界観をつくりだし、台詞の強弱や抑揚、動作のめりはりなど、物語の雰囲気がより伝わ

るように考えて表現していました。児童が主体となって考えた劇団名「我らがスマイル演劇団」

からも伝わるように、自分たちの劇を自らの手でつくりあげる気持ちがあふれた劇でした。 

 

 中学生は、朗読劇「アーバンフォレスト」。大都会の真ん中に立つマンション「アーバンフォ

レスト」を舞台に、内見にやってきた 1 組の夫婦が怪しい営業マンに連れられ部屋をのぞくと、

そこには古代の森やアマゾン川がありました。引っ越しを悩む夫婦に、営業マンからある提案が

……。「旨い話には気を付けろ」が教訓の物語。これまでの演劇経験をもとに、演技や演出に粘

り強く向き合い、それぞれの役割を調整して仕上げていました。背景画や音響、照明などの演出

にもこだわりをもって取り組んでいました。 

 

 児童・生徒にとって学芸会に向けた日々は、さまざまな悩みや葛藤があったはずです。今まで

自分だけで考えていたことを「友人や登場人物、先生だったらどうするだろう」と、視点を変え

て考えることを学べました。その視点に気が付くことで、自らの世界が大きくなる手ごたえをつ

かんだはずです。これからも学校生活を通して、彼らの世界を広げる支援ができるよう取り組ん

でいきます。 



 

道徳授業地区公開講座 
進路指導研究部 

 

 10月９日土曜日に道徳授業地区公開講座を行いました。多くの保護者の皆様にご参観いただ

き、感謝申し上げます。 

１時間目は小学１年生「あしたはえんそく」、小学４年生「神戸の復興は、僕らの手で」、中

学１年生「公平と不公平」の授業が行われました。身近な話題を通して、公正公平な社会の実現

や、公共の精神について考えました。 

2時間目は小学２年生「およげない りすさん」、小学５年生「祖母のりんご」、中学２年生

「一文笛」の授業が行われました。家族愛や遵法精神・公徳心について考えを深めました。 

３時間目は、小学３年生「百六歳、おめでとう、ひいおばあちゃん」、小学６年生「ぼくの名

前呼んで」、中学３年生「失った笑顔を取り戻す」の授業が行われました。発展的な課題を取り

上げながら、社会と自分の関係について考えを深めました。 

各教室の授業では、それぞれの発達の段階に応じた「考え、議論する道徳」が展開されまし

た。また、授業後に行われた保護者の方と教員による意見交換会では、「子供も大人も、一人一

人に立場がある」「道徳の価値とはどのようなものか」など、道徳への疑問をテーマにしたご意

見を多くいただきました。 

 道徳教育は、各教科や行事を含むすべての教育活動において行っています。そして「特別の教

科 道徳」は、学校教育全体で行われる道徳教育の要です。これは扇の要と同様に、大きく広がる

児童生徒一人一人の心をつなぎとめるもの
．．．．．．．．

として位置付けられています。 

道徳授業地区公開講座は「大きく広がる児童生徒の心の扇を、保護者・地域の皆様にも広げて

いただきたい」という願いを込めて始まったものです。今回、多くの保護者の皆様に道徳への関

心をお寄せいただき、学校・家庭及び地域社会が一体となって取り組む道徳教育がますます推進

されました。 

道徳に関わる課題は時代とともに変化していきますが、人を思いやる気持ちや、誰かと協力し

なければ生きていけないことは、いつの時代も変わらない心だと思います。今後とも、学校・家

庭及び地域社会が一体となった道徳教育の推進に、ご理解、ご協力を賜りますよう、よろしくお

願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

1１月の主な行事予定  

１ 月 学芸会振替休業日 16 火 北村校外学習(小４) 

２ 火 朝礼  安全指導  PTA 陶芸教室 17 水 委員会(中)    部活動停止期間～25日 

３ 水 文化の日  18 木 南崎校外学習(小５) 

４ 木  19 金 北村校外学習㋵(小４) 

５ 金 避難訓練      中バレー部強化練習父島～8 日 20 土 たてわり遠足(小･4h)  土曜授業(中･3h) 

６ 土 学芸会㋵ 21 日  

７ 日 英検②二次 22 月  

８ 月 朝礼・保健指導  委員会(小) 23 火 勤労感謝の日 

９ 火 都学力テスト意識調査(小６)   SC在島 24 水 期末考査１(中) 

10 水 都学力テスト意識調査(中３)   SC在島 25 木 期末考査２(中)  たてわり遠足㋵(小) 

11 木 SC在島 26 金 期末考査３(中)  都学力テスト意識調査(小４) 

就学時健診   中バド部強化練習父島～29 日 

12 金 都学力テスト意識調査(中２) 27 土  

13 土  28 日  

14 日  29 月 ４年生集会(小) 

15 月 飼育栽培委員会集会(小)  中朝礼(中) 

クラブ(小)  都学力テスト意識調査(小５) 

30 火 シジミハウス校外学習(小３) 

 

 

 

生活目標 

「落ち着いた学校生活を送ろう」 

・教室の環境を整えよう。 

・言葉遣いに気を付けよう。 

・ものを大切にしよう。 

安全指導 2日（火） 

「校舎内での過ごし方」が、重点指導目標です。 

 学芸会が終わると、２学期のまとめを行う時期にな

ります。落ち着いて学習に取り組み、安全な学校生活

が送れるように、休み時間の校舎内での安全な過ごし

方やルールなどについて指導します。 

避難訓練 5日（金） 

 不審者が学校に侵入してきた場合を想定した避難訓

練を行います。放送や指示をしっかりと聞きとり、指

示通りに冷静に行動できるよう訓練を行います。小笠

原警察署、母島駐在所の協力のもと行っていきます。 

 

 

大会当日の交通規制のお願い 

 今年度も母島小中学校ロードレース大会を実施い

たします。 

 日時  12 月 8 日(水) 

    午後 1:20～午後 3:10 

それに伴い午後２時 10分から午後 3時００分ま

で交通規制を行います。規制解除は一斉に行い、解

除時刻は早まることがあります。地域の皆様には、

ご迷惑おかけいたしますが、子供たちの頑張る姿

に、応援をよろしくお願いいたします。詳細に関し

ては、１２月に再度お知らせさせていただきます。 

予備日 12月 14日(火) 

※都合により、延期時予備日が 

12月 15日（水）になる場合があります。 

 

 

 

１１月の生活指導 ロードレース大会について 

 

 

           

16日(火) 北村校外学習 4年生 

18日(木) 南崎校外学習 5年生 

  30日(火) シジミハウス校外学習 3年生 

 まだまだ暑い日が続きます。どの校外学習も歩く活

動が多くなります。こまめな水分補給が必要です。ま

た両手をいつでも使える状態で活動をさせたいと考え

ています。水筒を首または体にかけられるよう準備し

てください。ご協力お願いいたします。 

学校 HPの紹介 

 母島小中学校のホームページでは、日々の

授業の様子や行事の様子を頻繁に更新してい

ます。ぜひご覧ください。  

 

小笠原村立母島小中学校 HP 

（QRコードをご利用ください） 

小学校 11月の校外学習について 


